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毛利貞斎『増続大広益会玉篇大全』 
の合口拗音ハ表記について

佐　藤　　　進

一　漢字音の合口拗音ハ表記

　本論で扱うのは、漢字の日本漢字音、いわゆる音読みのなかに見られる

合口拗音のカナ表記にかかわる問題である。

　拗音の現代の表記では「キャ・キュ・キョ」のように小さい「ャ・ュ・

ョ」を用いる。過去にさかのぼると、ヤ行の拗音のほかに、「菓子クワシ」

「三月サングワツ」のようにワ行の拗音があった（つい先ごろまでは方言

でそのように発音されたという）。このヤ行拗音を開拗音、ワ行拗音を合

拗音という（日本語学会 2018）。合拗音は明治に入ると拗音性を失い、

「菓子カシ」「三月サンガツ」のように直音になってしまった。

　開口合口の概念は中国音韻学でも使う用語であるが、中国音韻学の開口

合口と、日本語学で使う開口合口とはそのまま重なり合うものではない。

しかしながら、中国音韻学の合口と切り離して扱うのは、漢字音の由来等

を論ずる際の手がかりを失うことになるので、本論では中国音韻学の合口

の枠組みを利用した（注 1）。単に合拗音と言わずに、合口拗音という所以で

ある。

　上に示したように、合口拗音はワ行拗音であるというのが一般的である

が、ワを使うほかにハを使うことがある。合口拗音ハ表記は、日本の古字
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書などに見えるのであるが、そこに記述された和訓の研究は多数の積み重

ねがある一方、漢字音に関することについては手薄であり、本格的に論じ

られることはほとんどない。漢字音拗音のハ表記は、訓読み、すなわち和

語の「いわ（岩）」をかつて「いは」とかな表記したこととは別の問題で

あって、決して同日に談ずべきことではない。

　室町時代一五八九年に、キリシタンの手によって成立刊行された辞書

『落葉集』では、「光くハう」「果くハ」「月ぐハつ」などのように、一貫し

て「ハ」表記が使われた（ハはカタカナではなく、「は」の変体仮名であ

る）。その理由について筆者は、第一に、当時の「ハ」はすぼめた両唇摩

擦で発音されたこと。第二に、『日葡辞書』などのローマ字では quau・

qua・guan のように表記されたが、『落葉集』はカナ表記にするために、

たとえば「願」guan を「ぐあん」とすると「愚案」との区別がつかなく

なるので、ローマ字を単純にカナ転写する「ぐあん」を避けて「ぐハん」

と転写した。そのほうが、かえって当時の口語音に近づくことが出来たと

論証した（佐藤進 2014）。

　また、佐藤進 2014 では、『保元物語』の金刀比羅宮旧蔵の写本（岩波書

店の旧日本古典文学大系の底本）には日本人にはそこまで必要がないほど

の詳密な振り仮名が施されており、その振り仮名の工具書として使われた

のがハ表記の『落葉集』であったことを立証し、かつ、『落葉集』採用の

理由が、欧人宣教師にとっては『保元物語』が日本語学習の良質な教材の

一つとみなされたからではないかと論じた。

　合口拗音ハ表記について、従来ほとんど見過ごされてきた問題ではある

が、『落葉集』と『保元物語』との関連、すなわち、欧人宣教師と軍記物

語の関係を裏付けることが出来たように、文字文化事象の解明に資すると

ころが小さくないのである。



毛利貞斎『増続大広益会玉篇大全』の合口拗音ハ表記について 189

二　毛利貞斎と『増続大広益会玉篇大全』

　元禄第五壬申暦大呂中旬、すなわち一六九二年十二月中旬の刊記がある

『増続大広益会玉篇大全』という漢字字書がある。宋代に改編された『玉

篇』に、明代の『字彙』などによって増補し、漢字音や和訓を付した漢字

字典である。なお、『玉篇』はもと梁の顧野王が五四三年に詳密浩瀚なも

のを完成させたが、中国ではすでに失われて、日本に原本の十二～十三％

が残るのみである。それを原本『玉篇』という。宋代の一〇一三年に改編

された『玉篇』の正式名称は『大広益会玉篇』といって、大広益会と冠し

てはいるが、語釈や例文は大幅に削られて、原形をとどめない。

　『増続大広益会玉篇大全』はその『大広益会玉篇』に増続した大全であ

るという意味になろう。編者は毛利貞斎であることが、元禄第四辛未暦大

呂穀旦、すなわち一六九一年十二月吉日の日付を持つ「凡例」（首巻に収

録）に示されている。「洛澨隠士毛利貞齋編」。洛澨（ラクゼイ）は洛水の

ことで（注 2）、本邦では京都の異名として書鋪の所在地名などに使われた。

「隠士」と自称するのは、官職につかず、講義や著述を業としていたから

であるらしい。

　毛利貞斎の生卒の確かなことは不詳である。貞斎と『増続大広益会玉篇

大全』の書誌については、もと慶應義塾大学斯道文庫長・関場武教授の論

文に詳しい（関場武 1977）。それによると、各種辞事典の貞斎の記事は、

池永秦良『諸家人物誌』（寛政四年刊）の以下の記述を踏襲するという。

　「毛利貞齋、名ハ瑚珀、字虗白、貞齋ハ号ナリ、浪花ノ人、京師ニ舌講

ス、諸書俚諺抄ヲ著シテ梓行スルニ、皆自ラ筆ス、其敦厚ナルヲ見ツヘシ、

著述甚冨テ、業、宇遯庵ト雁行ス」

　記述の最後にある宇遯庵とは、江戸前期の朱子学者・宇都宮由的（一六
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三三 ― 一七〇九）のことである。『先哲叢談』巻之四に伝がある。また、

上の記述に続いて貞斎の著作三十二点を列挙しているという。

　貞斎の生卒は不明ながらも、関場教授は貞斎の著述を刊行年順に考察し

て、その活動期間は延宝三年（一六七五）から享保十年（一七二五）に至

る約五十年であったとしている（関場武 1977）。してみると、元禄四年

（一六九一）の『増続大広益会玉篇大全』は、十分に経験を積んで、しか

も体力気力の衰えが見えない少壮の時期の仕事であったわけである。

　『増続大広益会玉篇大全』は初版以来、（一）元禄五年版・後印二種、

（二）享保二十年版・後印三種、（三）安永九年版・後印二種、（四）天保

五年版・後印二種、（五）秋田藩明徳館版・後印二種、（六）無刊記本二種、

（七）嘉永七年版・後印十七種、（八）文久元年版、（九）明治五年版・後

印二種、（十）明治八年版、（十一）明治十年版・後印二種、（十二）明治

十一年版、（十三）明治十三年版・後印六種、（十四）明治十六年版・後印

五種、（十五）明治三十八年版、（十六）明治四十二年版、（十七）明治四

十四年版、以上のように多くの版を重ねた（関場武 1977。なお後印の数

については、関場武『近世辭書論攷』収録時に補充されたものを含む）。

江戸明治の漢字字典と言えば、まず『増続大広益会玉篇大全』に指を屈す

るのである。ちなみに筆者の家蔵は秋田藩明徳館版の初印十二冊本と明治

三十八年版洋装一冊本である。

三　『増続大広益会玉篇大全』の合口拗音ハ表記とワ表記

　ここでは、『増続大広益会玉篇大全』の合口拗音ハ表記とワ表記を掲げ

る。手元では表組を作成したが、誌面の版式にはおさまりが良くないので、

以下に箇条書き形式で示す。

　クハ・クワ等の音読みの右、【】内に示したのが、その読みが与えられ
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た見出し字である。ただし、該当するすべてを掲げたのではなく、使用例

に乏しく、「与〇同」とのみあって、〇字の異体字であるものなどは、〇

字のみを採録した。『説文解字』の異体字とも言うべき「古文」「籀文」な

ども採録していない。

　採録すべき文字で、ユニコードで入力できなかったものもあるが、そう

いう僻字は十指に満たなかった。省略しても差し支えがないものと思

う（注 3）。

　採録字の右に（）で示した二字は、いくつかの読みがある中で、その読

みが与えられた根拠となる反切である。まれに「音某」のような直音表記

（非反切表記）もある。

　【】の次につけたコメントは、誤刻等のメモである。

●果攝合口一等

平声戈韻

　見母

　　クハ【戈㗻𣁯渦濄㽿𦬗𧒖（古禾）𨍋𨟶鍋𩾷𪆹】

　溪母

　　クハ【𠏀𢱃㸯犐𥠁䈖薖蝌】

　　クワ【科窠】

　羣母

　　グハ【譌𨅌】

　　クハ【𧢽（音訛）訛𧿕】

　疑母

　　グハ【譌𩑁鮠（午戈）】

　　クハ【𧢽（音訛）訛𧿕迗（五禾）】

　　グワ【吪】
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　匣母

　　クハ【啝柇𤖱䒩訸】

　　クワ【和禾龢】

　　グワ【禾（五吪）】

上声果韻

　見母

　　クハ【𥁁粿綶𦆪𧒘裹䙨錁𩋗餜𩻧】

　溪母

　　クハ【敤（口果）棵（苦果）𤖇顆】

　疑母

　　グハ【𣇫】

　　グワ【𢀴】

　曉母

　　クハ【火㶡】

　匣母

　　クハ【𣄸𣲲𤬁禍𦖍𧙹𨉒】

　　クワ【夥㼫邩】

去声過韻

　見母

　　クハ【堝𢅗楇𥢶（公臥）𧥵】

　　クワ【過鐹】

　溪母

　　クハ【咼堁㾧䌀萪課騍髁（口臥）】

　疑母
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　　グハ【臥】

　曉母

　　クハ【沎貨】

　匣母

　　クハ【絓】胡臥切を朝臥切に誤刻

　　クワ【和俰㘞】

●果攝合口三等

平声戈韻

　溪母

　　クハ【𠌳𩨭】

　疑母

　　グハ【枙𧽶鈋】

　曉母

　　クハ【㗾靴】

　　クワ【吙】

　匣母

　　クワ【鉌】

●假攝合口二等

平声麻韻

　見母

　　クハ【𠛒𠛕𡧩划（公禍）歄㳀㳸焻（古誇）煱瓜𥈓蝸𧿼顝𩝨騧】

　　クワ【𡜁媧𥄼緺】

　溪母

　　クハ【𠇗侉夸姱𢓢蕐（苦媧）誇䠸䯞】
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　疑母

　　グハ【𣢉】

　　クハ【𩨾】

　曉母

　　クハ【𢪎𥄒花𨣄】

　匣母

　　クハ【𠌶㦊找崋𥑹䅿華𧅅𧑍譁𨫽鏵𨶱𩀵驊鱯鷨】

上声馬韻

　見母

　　クハ【𠊰剮冎叧䈑𧤐𧵿踻（古瓦）】

　　クワ【剮寡】

　溪母

　　クハ【咵侉垮㡁𢄳銙𩊓】

　　クワ【㐄】

　疑母

　　グハ【𣐎㼘𦘵邷齀】

　　グワ【瓦𥑣】

　匣母

　　クハ【𠿜𢦚稞𡱏觟踝輠（胡瓦）𩸄𩹌䴹】𡱏字、尸を戸に作る。

去声禡韻

　見母

　　クハ【叱坬樺㧓槬腡（古華）𩵏】

　溪母

　　クハ【㐄跨（苦化）𨀗𨁣𨃖骻】
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　曉母

　　クハ【叱華樺𦽊𩲏】

　　クワ【化𠤎】

　匣母

　　クハ【𡼙摦𢶎杹𥧰】

●蟹攝合口一等

平声灰韻

　見母

　　クハイ【傀𡃩𢄊（沽回）櫰璝鞼（古回）𪀟】

　　クワイ【瑰】

　溪母

　　クハイ【匯（口乖）𠎺㷇恢楏櫆烣㷇盔𥪊詼𨵧（苦乖）𩏣魁𩲅𪖢】𨵧字、

苦乖切を言乖切に誤刻

　疑母

　　グハイ【桅（五回）阢（五回）鮠（午回）】

　　クハイ【魤】

　曉母

　　クハイ【咴𡯥拻𣄈𣪡洃㞀灰燘（呼回）𤜡㾯𤾈（呼回）䖶𧨧（呼回）豗

䤧𩀶𪑀𪖕】

　匣母

　　クハイ【佪回嵬徊恛洄痐䃶（胡乖）禈茴𦭹蘹蛕褢迴𤜡𨛤𩢱𪊉】

　　クワイ【烠】

上声賄韻

　見母
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　　クハイ【掛（古拐）】

　溪母

　　クハイ【㟴㨤𢶘磈䫥】

　疑母

　　クハイ【隗】

　曉母

　　クハイ【悔㷄𦞙靧】

　匣母

　　クハイ【㒑廆㱱𥴯䕇詴（戸罪）䵋（胡悔）𪏇】

去声隊韻

　見母

　　クハイ【幗（古誨）慖憒槶簂】

　溪母

　　クハイ【塊𩳧（苦對）蕢（音塊）】

　羣母

　　クハイ【凷】

　曉母

　　クハイ【𠧩晦沬𣴵誨𩒌頮顪】

　匣母

　　クハイ【圚𡹯㠢潰𤜋𥔯𦂆䔇（音潰）螝䛛䜋𨘲闠𩆁（胡内）𩒏䫭】

●蟹攝合口一等

去声泰韻

　見母

　　クハイ【儈刉（公外）劊巜廥𢶒檜𣲸㳵澮獪癐𥢶（公外）𦔦膾襘𨞤䭝䯤
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鱠】

　溪母

　　クハイ【糩𩪁】

　疑母

　　グハイ【外】

　曉母

　　クハイ【噦（火外）𢕺鉞（呼會）鐬】

　匣母

　　クハイ【𡼾旝會禬繪翽𧖢𧬨䢈（音會）𨗥】

●蟹攝合口二等

平声皆韻

　見母

　　クハイ【乖㾩䂷䓙】

　溪母

　　クハイ【㔞擓】

　曉母

　　クハイ【𠿎𧳐】

　匣母

　　クハイ【懐槐瀤𧱾𩌃】

　　クワイ【淮】

去声怪韻

　見母

　　クハイ【巻𠳂𡌪怪㧔𢸬𢽫𣀤䊽𩶦】

　溪母
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　　クハイ【𠜐𠣠𠣯𠣱㕟嘳喟塊𢼾欳𦳋蒯𨛖】

　　クワイ【䈛】

　疑母

　　グハイ【𦗿𩕑𩕕】

　　クハイ【𩔒】

　　クワイ【聵（五怪）】

　曉母

　　クハイ【𣟉𧱳】

　匣母

　　クハイ【壞𣩹𣲾諙】

●蟹攝合口二等

上声蟹韻

　見母

　　クハイ【𣐷（乖買）】

去声卦韻

　見母

　　クハ【挂𥦛】

　　クワ【卦】

　　クハイ【𤆜（古拜）𥑋（古拜）罣】

　疑母

　　グハイ【顡（五壞）】

　曉母

　　クハイ【𣸎譮】

　匣母



毛利貞斎『増続大広益会玉篇大全』の合口拗音ハ表記について 199

　　クハイ【䇈纗（胡卦）罣𦏨蘾】

　　クハ【𦘕諣𩂤黊】

　　クワ【畫（胡卦）】

●蟹攝合口二等

去声夬韻

　見母

　　クハイ【夬𤪿】

　溪母

　　クハイ【噲快璯】

　疑母

　　クハイ【𡧗】

　曉母

　　クハイ【䝅】

　匣母

　　クハイ【話】

●蟹攝合口三等

去声廢韻

　疑母

　　クハイ【䠩】

　曉母

　　クハイ【𣨶𤸁餯】

●山攝合口一等

平声桓韻
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　見母

　　クハン【冠官棺𢃙𢉂毌𥐓窤𥷬𦵤觀】

　溪母

　　クハン【寛獾（犬丸）窾臗𦢮髖】

　疑母

　　クハン【羱（牛丸）𧿙䬧】

　　グハン【𠒢刓𢓆𥤸𧈮𧲦𩩁】𧲦字、豸を犭に作る

　曉母

　　クハン【𠂄𡚊懽𣎅歡貛酄𨽧𡚊𩥤驩𩵄鴅𩿊𪈩】

　匣母

　　クハン【丸垸完𡩂寏𡱌𡴿（胡官）峘𢓃捖桓洹㵹㶎烷狟瓛㿪睆𥥣𥹚紈絙

綄羦𦏊𦑰𦓏（胡官）荁莞（胡官）莧𦶙萑（胡官）𦸌𦺊𧃦䗆讙𧮭豲䝔狟䦡院

（胡官）雈𩾞𪁤䴟】

　　グハン【园獂𪊥】

　　クワン【鵍】

　　グワン【岏】

　　カン【完】

上声緩韻

　見母

　　クハン【琯痯盥筦脘𦛤𦜐䘾輨錧䦎䩪䪀館魭】

　　クワン【管】

　溪母

　　クハン【𢕫梡㯘款𣽟絭䕀】

　　クワン【𥟓】

　曉母



毛利貞斎『増続大広益会玉篇大全』の合口拗音ハ表記について 201

　　クハン【𢕫梡㯘款𣽟𤀣𦑛（火卵）】

　匣母

　　クハン【𡷗嵈㣪晥㬊棵（胡管）𣴼澣𤃬皖𥶍緩𦅻𦆼𦇻芄藧𧚁𧡩𧶲逭鰀】

　　クワン【浣】

去声換韻

　見母

　　クハン【喛冠樌泴涫淉（古玩）灌瓘𥍊矔祼罐䗰貫觀䝺鏆鑵雚鱹𪁤鸛

𪈸】

　溪母

　　クハン【𡘰䥗䲌】

　羣母

　　クハン【𡘰（求玩）】

　疑母

　　グハン【妧忨抏玩翫貦】

　曉母

　　クハン【喚嚾𡅻煥𡅱奐愌𢻁渙瑍】

　匣母

　　クハン【換㪱㬇梙槵𤴯䀓肒䒛䠉䯘𪐟】

入声末韻

　見母

　　クハツ【劊懖括栝桰𣸅𣽰聒𦘉䒷萿𦸈适𨨱頢（古活）䯏鴰𪁝𪗽】𦘉字、

口を日に作る

　　クワツ【佸聒】

　溪母
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　　クハツ【𤫵䟯闊𨴿䦢】

　　クワツ【筈】

　疑母

　　グハツ【枂】

　曉母

　　クハツ【奯姡𣁳泧濊（呼活）𤂾𥅩豁䦚𪒩】泧字、戉を戊に作る

　匣母

　　クハツ【㓉活䄆秳𥞸𦨯蛞䣶𩈙𩬁髺鬠】

　　クワツ【𣴠】

●山攝合口二等

去声襉韻

　匣母

　　クハン【幻】

入声黠韻

　見母

　　クハツ【刮𥉄䏦趏𪇜】

　疑母

　　グハツ【柮（五滑）䎳𦖦（五刮）𦘍】

　曉母

　　クハツ【䀨】

　匣母

　　クハツ【𠮮㕲𠳂𡯢𡯜滑猾磆敌𦧠螖䱻】
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●山攝合口二等

平声删韻

　見母

　　クハン【𠬆𠴨𠶽𡅭寰𢇇𢇂𢺄癏𥈒𥿑𩶊䍺（古關）鰥䚪關】

　疑母

　　グハン【頑】

　　クハン【𤺽（五還）】

　曉母

　　クハン【𢟿懁】

　　グハン【㹕（呼關）】

　匣母

　　クハン【𠟼𡑡𡕅㡲環𡰝湲𦏖𦣴𧲏還鍰䤽鐶𨫑闤𩙽鬟䴉𪍺】湲字、玉篇は

于元切・于頑切の二切、クハンは『広韻』の獲頑切によるもの

上声潸韻

　匣母

　　クハン【唍皖𥆒】

去声諫韻

　見母

　　クハン【串倌慣摜擐（公患）𣩔𥉀𥊫𦫼（古患）轘遦𨝑】

　溪母

　　クハン【𤜍】

　羣母

　　クハン【䙮】

　匣母
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　　クハン【宦患漶𤡟豢𧴊𨜌】

●山攝合口三等

去声線韻

　見母

　　クハン【巻】

　曉母

　　クハン【𩋫】

●山攝合口三等

上声阮韻

　見母

　　クハン【𥍹（九偃）】

去声願韻

　見母

　　クハン【𣥥】「千」を「十」に作る

　溪母

　　クハン【勸】

　疑母

　　グハン【願𩕮𩕾𩖒】

　曉母

　　クハン【𩋫】

入声月韻

　疑母
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　　グハツ【仴月】

●宕攝合口一等

平声唐韻

　見母

　　クハウ【光姯桄洸灮𤖖𤗶珖胱𧻺輄𩧉𪕓】

　　クワウ【侊】

　溪母

　　クハウ【㚚硄𨏆䯑】

　曉母

　　クハウ【㠵𢂩𢂾𣆖㵁𤠛𤭕𥞙𥿼荒𦱐𨚳鄺（音荒）𩣐𩢯𩥒】

　匣母

　　クハウ【偟僙凰吰喤堭媓𡿬𡿰徨惶湟潢煌𤛥𤟡獚瑝璜𤯷癀皇𥁃䀮䄓篁簧

䊗䊣𦃑䍿肓䐠𦡽𦨁艎葟蝗蟥衁𧖬𧠬䞹趪𨉤𨎩遑𨜔𨪽隍䪄䬖䮲鰉鱑𪀞鷬黃𪏍𪏓

𪏙𪏥】䀮字、巟を㐬に作る

　　クワウ【䅣穔】

上声蕩韻

　見母

　　クハウ【宺廣懭𤒼𥀱𪇵】

　溪母

　　クハウ【儣】

　曉母

　　クハウ【兤奛恍㤺𣊀熀（吁往）䀮𧧢謊黋（虎晃）】䀮字、巟を㐬に作る

　匣母

　　クハウ【幌愰𣄙晃曂㬻榥櫎滉慌（呼愰）瀇皩䁜𦵽】
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去声宕韻

　見母

　　クハウ【擴𦢎】擴字、クハウは『広韻』古曠切によるもの、大全の反

切は古莫切

　溪母

　　クハウ【壙𡾇曠爌矌𨇁𪎹𪎸】

　匣母

　　クハウ【䌙鎤】

入声鐸韻

　見母

　　クハク【崞𢋒𤂁郭（同𨟍）𨟍𨽏𪈃】

　　クワク【彉】

　溪母

　　クハク【𠠎（口郭）𠠛𡻙廓鞟（同鞹）𩏺𩫖】

　　クワク【𠠰】

　曉母

　　クハク【攉曤曤癨𥽥藿霍霩靃】

　匣母

　　クハク【彠㦜檴（胡郭）濩𤐰䁨穫䉟耯藿鑊䨥（胡郭）𩟓𩪭】

●宕攝合口三等

平声陽韻

　見母

　　クハウ【𤆴（呼汪）𤐥】

　曉母
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　　クハウ【𤆴（呼汪）𨛞】

　匣母

　　クハウ【𨝴】

去声漾韻

　見母

　　クハウ【誑（倶放）𩑈】

　溪母

　　クハウ【纊】

　匣母

　　クハウ【𨾡】

入声藥韻

　見母

　　クハク【攫椁漷（栝鑊）𤔩𥤘𦗒𨏹𨯟钁𪈴】

　溪母

　　クハク【籗𪈱】

　曉母

　　クハク【戄䂄】

　影母

　　クハク【蠖（於縛）】

●梗攝合口二等

平声庚韻

　見母

　　クハウ【咣𣘯𦊫䐵𦪗觵𧥌𩃙𩐣韹𪍿】
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　曉母

　　クハウ【渹䎕𩘇】

　匣母

　　クハウ【嚝揘橫㶇竤𧝒諻鈜鋐鐄鑅䫺𩙁黌】

上声梗韻

　見母

　　クハウ【磺穬鑛】

去声映韻

　匣母

　　クハウ【嶸】

入声陌韻

　見母

　　クハク【𣂭聝𧭣䞰（霍虢）】

　曉母

　　クハク【剨𢝇㩇】

●梗攝合口二等

平声耕韻

　見母

　　クハウ【𦞗】

　曉母

　　クハウ【𧥻揈𥔀鍧】

　匣母

　　クハウ【宏峵𢝁汯浤𤂲硡𥗞䆖紘綋耾】
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入声麥韻

　見母

　　クハク【馘𤮋𧰒䬎】

　曉母

　　クハク【劐嫿㦎掝𣶥𤁹𥊮繣（呼麥）䬉騞】

　匣母

　　クハク【㗲鸌（胡麥）】

　　クワク【畫（乎麥）】

　以上は中国音韻学で合口とされるものの調査であるが、開合の扱いで、

以下のような相違もある（下の諸字はデータに含まれない）。

　開口を合口扱いしたもの。

　クハイとする𢋝字の反切は苦海切となっており、音韻地位で示せば「蟹

開一上海溪」であって、開口カイが正しい。

　鶴字は何各切、音韻地位では「宕開一入鐸匣」であって、開口カクであ

る。したがってカクとするのが多い中、これを貞斎はクハクとする。合口

扱いにしてクワクにするのは、室町時代の文明本『節用集』であり（中田

祝夫 2006）、クハクとするのが『落葉集』である。特にハ表記の後者は注

目に値する（注 4）。

　合口を開口扱いしたもの。

　カ瘸、カツ銽、キヤウ匡筐眶狂、ケイ圭（圭を声符にもつ奎・桂・畦・

閨なども）、ケイ攜惠慧、ケツ決訣缺血穴厥憠掘（クツも）撅、ケン犬玄

懸縣眩、コウ弘、などはいずれも合口であるが、貞斎は開口のカナをつけ

ている。

　さて、採録データをみてみると、ハ表記は一〇三六文字、ワ表記は五五
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文字であった。つまり、九五％ がハ表記、五％ がワ表記である。非常に

明確な傾向で、ハとワの「揺れ」というには偏り過ぎている。『増続大広

益会玉篇大全』の合口拗音については、原則としてハ表記であり、時にワ

表記が混入したと言って差し支えない。

四　  『増続大広益会玉篇大全』の合口拗音ハ表記のよって来
るところ

　毛利貞斎は『増続大広益会玉篇大全』における合口拗音の漢字音表記に

際して、該当字の九五％ をハ表記にした。

　貞斎の「凡例」には、音訓の付け方について「予　贅する所の音訓、𦾔

本の反切（ホンゼツ・カヘシ）註釋に根（もとづ）く」という。旧本の反

切というのは『大広益会玉篇』のことである。ただこれは原則論であって、

たとえば湲字の場合、『大広益会玉篇』は于元切・于頑切の二切なのでエ

ンとなるが、その上、貞斎は『広韻』の獲頑切によってクハンの読みを加

えた。ただし、その反切は追加していない。それはともかく、これだけ多

量の漢字に音と訓を与える参考文献は、今日なら『類聚名義抄』や『色葉

字類抄』や文明本『節用集』などの古写本の影印本が利用できるが、江戸

前期ではそうも行かない。当時にあって貞斎が参照した漢字音つきの字書

類は何だったかを考えたい。

　音読み訓読みを添える『玉篇』がらみの字書としては、室町時代に盛行

して、江戸時代に整版が刊行された『倭玉篇（ワゴクヘン）』がある。岡

井慎吾 1933 には写本刊本四十数点の紹介がある。また、岡井慎吾 1934 に

は、江戸時代の刊本には三十数種類あるとの報告がある。ただ岡井博士の

報告は戦前の調査であって、戦後のものとしては中田祝夫・北恭昭 1966

に、写本三十数種、刊本九種（後で紹介する『小玉篇』を含む）が現存す
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るという。

　中田祝夫・北恭昭 1966 はそのうちの慶長十五年刊本の影印をして、索

引を付したものである。なお、該書は内閣文庫蔵で、今は国立国会図書館

デジタルコレクションで画像が見られ、ダウンロードが可能である。

　いま慶長十五年版『倭玉篇』から合口拗音のハ表記をひろうと、クハ

【骻㳸釫澅】、クハイ【佪湏𩆁】、クハウ【𤴀鋐滉𩙁𩖢𪀞㠵】、クハク【𩟓

霩】、クハン【䬧遦𥠅鸛䘾】、以上である。つまり、原則としてワ表記であ

って、ハ表記は「揺れ」の範囲にとどまると言ってよい。貞斎がハ表記を

編集方針の原則とするほどの影響力を持ったとは言えない。

　『倭玉篇』の刊本の中でハ表記が比較的に目立つのは、慶長十年刊、夢

梅の編写した夢梅本である（注 5）。中田祝夫・北恭昭 1976 の「索引」は和

訓のみが収録され、漢字音は捨て去られているので、影印本から採集する

ほかない。ここでは夢梅本の上中下三巻のうち、中巻からひろい上げたも

のを下に掲げる。ハ・ワ両表記の傾向を観察するにはそれで充分であろう。

ちなみに、国立国会図書館デジタルコレクションでは中巻のみが閲覧可能

である。

　クハ【過咼㗻顆䫚𨍋𡱼𡲲裹】

　クハイ【蛕迴𨗥𤜡隗噲嘳徊𩒏頮旝㜳】

　グハイ【阢𡃩】

　クハウ【蟥𨝴𨜔鄺𨚳喤嚝咣宏䆖徨𨏆媓】

　クハク【郭㗲頢𨏹】

　クハツ【螖蛞适吰𦨯嫿】

　クハン【𩵄款歡遦還逭𨙕酄𨝑院喛𠴨唍寏寛𡩂𡪡串𩑖輨轘婠䘾】

　グハン【𢓆𩕾願頑妧】

　クワ【蝸𧒘蝌𧑍貨歄𣢉過𨘌薖邩和吙叧寡窠孈𡜁姱媧】

　グワ【吪】
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　クワイ【魁𢼾𨛖𨞤𩔁襘】

　クワウ【蝗遑隍𡧬𦪄】

　クワク【蠖𨟍】

　クワン【䗆貦䝺嚾宦官寰𥥣】

　以上のように、二群に大きく分かれ、ハ表記を原則としたとは言えない。

貞斎の編集方針のモデルになったのは、夢梅本を含めて『倭玉篇』ではあ

り得ない。

　『玉篇』を名乗る先行字書にこだわる必要もあるまいとは思うが、最後

に、『落葉集』に含まれる『小玉篇』に着目してみたい。

　『小玉篇』は『落葉集』の附篇として、いったん本体が出来てから編集

印刷されたものである（土井忠生 1971）。現存する『落葉集』の諸本六点、

断簡二点ついては土井洋一 1986 が詳しいが、現存諸本六点のうち『小玉

篇』を含むのは、ローマイエズス会本部蔵本・大英博物館蔵本（注 6）・スコ

ットランドクロフォード家蔵本・天理図書館蔵本の四点である。

　『小玉篇』の冒頭にある前書きには、その編纂意図を次のように述べて

いる。

　「右落葉集は字のこゑを用ひていろはをついで、色葉字集はよみを以て

記すれば、読こゑを知て字のすがたをしらざる時の所用をなすといへども、

文字のかたちを見て其よみこゑをしるに道なき便として、右両編の内より

今又此せばき玉篇を編畢」

　『落葉集』の本体とも言うべき本編の音読み（＝こゑ）いろは順「落葉

集」と訓読み（よみ）いろは順「色葉字集」に出現する漢字を、字形から

検索が可能なように、改めて部首順に配列したものである。「せばき玉篇」

つまり小さな玉篇と、へりくだった命名をしたのは、「分量の軽少と卑下

の意をこめて」のことであるらしい（土井忠生 1971）。「分量の軽少」と

はどれくらいのものか、手近な解説書類には具体的な字数を掲げないので、
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いま倉卒にカウントしてみると二三三三字であった。室町時代にキリスト

教の布教に役立たせるための常用字として考えると、現代日本語の常用漢

字の字数、二一三六字の約一割増であって、かなり妥当な収録字数である

と言える。なお、部首の数は一〇四、一〇五番目には配属の厄介なもの一

九五字を「類少字」としてまとめてある（注 7）。

　その二三三三字の中で、合口拗音字は下がすべてで、一貫してハ表記を

採り、ワ表記は皆無である。なお漢字の字形は『落葉集』では行書体で印

刷された。

　クハ【瓜戈火花𠵅貨禾科果菓課誇袴掛禍鍋過瓦】

　グハ【臥】

　クハイ【灰徊廻槐塊会鱠絵怪懷聵悔晦】

　クハウ【光荒皇遑広】

　クハク【郭鶴】

　グハチ【月】

　クハツ【活滑】

　グハツ【月】

　クハン【串官管棺冠翫関寛貫鑵環巻換喚緩観歓】

　グハン【歓頑丸願】

　大切なことは、「揺れ」がなく、百％ がハ表記であるという事実である。

その編集方針が、毛利貞斎の九五％ ハ表記に影響を与えたのではないか

と考える。

　どういう表記を基準とするかということが決まれば、あとは『大広益会

玉篇』や『字彙』の反切に従って音読みを与えるだけである。『落葉集』

は稀覯な字書ではあったが、幕末にアーネスト・サトウが江戸の古書肆で

求めることが出来たように、江戸前期に入手が全く不可能であったとも思

われない。確かな記録はないが、貞斎は『小玉篇』を筆写して参照したと
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も想像できる。

　前章の最後の部分で、本来の開口を合口扱いした例として鶴字を挙げた。

合口扱いにするだけでも決断を要する問題である上に、数ある古字書の中

で、合口で、しかもクハクとするのは『落葉集』が唯一である。身近な漢

字であるだけに、『落葉集』と貞斎の間に強い紐帯を感じざるを得ない。

五　『増続大広益会玉篇大全』合口拗音ハ表記のその後

　元禄五年に世に出た『増続大広益会玉篇大全』は、先に紹介したように、

江戸明治を通じて数多くの版が行われた。そうとなれば、その後の合口拗

音ハ表記が世上に大きな影響を与えたと考えて不思議はない。実際はどう

であったか。

　まず、『増続大広益会玉篇大全』刊行後の貞斎自身の漢字音研究に、三

点の『韻鏡』の研究刊行があった（福永静哉 1992）。福永静哉 1992 には

一章を設けて貞斎の『韻鏡』研究を分析しているが、そこに収める『韻鏡

袖中秘伝抄』の「直音拗音七音配當圖」を見るにクワ表記を採っている。

当時、『韻鏡袖中秘伝抄』に先立つ数多くの『韻鏡』研究書が存在した由

で、恐らくはそれらのワ表記を踏襲したものと思われる。

　安永五年（1776）、本居宣長が『字音假字用格』において漢字音の在り

方を論じて、後世に大きな影響を与えた。そこでは合口拗音ハ表記につい

て「下中ノわ之假字」という項目を立てて以下のように述べている。「わ　

くわ　くわう　くわい　くわん　くわく　くわつ、右ノ諸音凡テわノ假字

ナル事、上ノ第三會ノ圖ニテ明ラカ也、はノ假字ヲ書クハ大ニヒガコト也

【凡テ三字ニ書ク字音ノ中ノ假字ハ、喉音ノや行わ行ノ字ニ限レルコト

也】」（大野晋 1975）。ハ表記は「大ニヒガコト也」として退けられた。

　本居宣長の批判によってハ表記は姿を消したかというと、事態はそれほ
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ど簡単ではない。たとえば、安永九年（1780）、都賀庭鐘の校訂で『康煕

字典』が翻刻刊行された（都賀の「序」は安永戊戌七年）。この『康煕字

典』は単純な翻刻ではなくて、見出し字に漢字音を付し、本文に訓点を加

えて刊行された。その合口拗音については、一貫してはいないがハ表記が

見られるのである。たとえば、官クハン關クハン、一方、光クワウ廣クワ

ウ。

　また、元禄九年初刊で、江戸明治に盛行した単字字典『文選字引』とい

うものがある（山田忠雄 1981）。その中にも、丸グハン乖クハイなどが見

られ、一方、串クワン光クワウも混在する（注 8）。ちなみに、鶴字は『康煕

字典』カク、『文選字引』クハクであった。

　翻刻『康煕字典』や『文選字引』などについては興味が引かれるが、そ

の全面的な調査報告は次の課題にしたい。

【注】
1）　十六摂・開口合口・四等・四声・二百六韻・三十六声類という枠組みであるが、具体的には、

語言研究所 1981 によった。ちなみに、この枠組み「摂・開合・等・調・韻・声」を用いて、あ

る漢字の音韻情報を定義することを「音韻地位」という。例えば「家」は「假開二平麻見」と

表す。個々の漢字発音の方言差異などを表現するときに便利である。

2）　「洛澨」は酈道元『水経注』巻十五「洛水」に「南據嵩岳、北帶洛澨」と作る対句に出てくるも

のである（「九山廟」前の碑文の一部）。「嵩岳」に対する「洛澨」なので「洛水」と考えて間違

いない。ちなみに、貞斎のほかの著作では「洛汭（らくぜい）」「洛下」とも書かれている（関

場 1977）。

3）　ユニコード以外の文字はかなり少ないが、食部には例外的に多く、声府だけをメモしておくと、

隶・科・黃・過・褱の五文字。

4）　中田祝夫 2006 によると、文明本『節用集』は名家に長く秘匿され、明治になってようやく存在

が知られ、国語学者の目に触れるようになったのは戦後のことだという。現在は国立国会図書

館に蔵され、デジタルコレクションで閲覧と画像のダウンロードが出来る。ちなみに、中田祝

夫 2006 の「索引」は編者が「序」において「不備があり」「粗慢」だと断るように、単字の音

読みですら遺漏が散見する。ここで取り上げた鶴字についても二箇所でクワウの読み仮名が確

認できるが、「索引」には採録されない。それはともかく、江戸時代にはまったく世の中に知ら
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れなかった文明本『節用集』の影響力はほとんど無視してよい。

5）　夢梅は易林本『節用集』の編者・易林と同一人物である（中田祝夫・北恭昭 1976）

6）　駐日公使アーネスト・サトウが江戸で購入し、一八八三年に大英博物館に納品された（福島邦

道 1977）

7）　部首の数を一〇四としてあるが、第二十四番は欠番になっていて二十三から二十五に飛んでい

る。したがって、本当の部首数は一〇三である。

8）『文選字引』は家蔵の享保一九年（1734）初刻の安政二年（1855）九刻本によった。国立国会図

書館デジタルコレクションに公開されている明治五年版も同様である。

【参考文献】
大野晋 1975『本居宣長全集第五巻』筑摩書房

岡井慎吾 1933『玉篇の研究』東洋文庫

岡井慎吾 1934『日本漢字學史』明治書院

語言研究所 1981『方言調査字表』（修訂本）商務印書館

小島幸枝 1978『落葉集総合索引』笠間書院

佐藤進 2014「金刀本保元物語の合拗音振仮名と『落葉集』」（『源平の時代を視る』思文閣）

関場武 1977「毛利貞齋編「増續大廣益會玉篇大全」」『藝文研究』36（いま関場武『近世辭書論攷』

慶應義塾大学言語文化研究所 1994 に収め、その後の調査による諸本の補充がある）

土井忠生 1971『切支丹語学の研究（新版）』三省堂

土井洋一 1986「解題」『天理図書館善本叢書　落葉集二種』八木書店

中田祝夫 2006『文明本節用集研究並びに索引』勉誠出版

中田祝夫・北恭昭 1966『倭玉篇研究並びに索引』風間書院

中田祝夫・北恭昭 1976『倭玉篇　夢梅本・篇目次第　研究並びに総合索引』勉誠社

日本語学会 2018『日本語学大辞典』東京堂出版

福島邦道 1977「キリシタン版落葉集解説」『キリシタン版　落葉集』勉誠社

福永静哉 1992『近世韻鏡研究史』風間書房

山田忠雄 1981『近代國語辭書の歩み（上下）』三省堂
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清末の中国人留学生と「昆虫採集」、 
そして浙江省「昆虫局」

SON Ansuk（孫　安石）

一　日中関係史の共同研究

　神奈川大学人文学研究所の日中関係史研究会は、中国人留学生史研究と

いう共同研究プロジェクトを進めており、いままで、大里浩秋・孫安石編

として『中国人日本留学生史研究の現段階』（御茶の水書房、2002 年）、

『留学生派遣から見た近代日中関係史』（御茶の水書房、2009 年）、『近現

代中国人日本留学生の諸相』（御茶の水書房、2014 年）、『中国人留学生と

「国家」「愛国」「近代」』（東方書店、2019 年）の 4 冊の研究成果を世に送

り出している。

　いまこの 20 年間を振り返れば中国人留学生をめぐる研究テーマは多様

化し、従来の先行研究では注目されることが少なかった留学生の学費や財

政の問題に注目した研究、留学生の日常生活に関する研究、中国人留学生

監督処、清国留学生会館などに関連する研究など様々な進展が見られる。

　筆者もこのような新しい研究動向に刺激を受けながら、2021 年 3 月に

開催された東京大学 EAA オンライン・シンポジウム「一高中国人留学生

と 101 号館の歴史」において「清末から民国時期の日本留学案内書の系譜

―章宗祥『日本遊学指南』を中心に」というタイトルの口頭報告を行い、

その後『留学生鑑』（啓智学社、1906 年、中国語）を取り上げた論稿を
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『近代東アジアと日本文化』（銀河書籍、2021 年 7 月）に発表している。

　とくに、『留学生鑑』を取り上げた上記の論稿においては、同書が日本

国内の学生向けの生活案内書であった堤秋水『學生之寳』（松声社、東京、

1902 年）を、その体裁、形式、内容の面においてほぼ全面的に翻訳した

ことを紹介した。そこでは、『留学生鑑』が中国人留学生の日本での生活

に必要な情報として訳出している「第一章　立志」以下の日本での住居、

衣服、食物、睡眠などのほとんどの部分が堤秋水の『學生之寳』と同一の

内容であることを指摘し、「第十五章　読書法」、「第十六章　記憶術」で

は欧米から輸入された読書法、記憶術という近代的な智識が日本に輸入さ

れ、そのあと、中国へ翻訳される過程について若干の考えを述べた 1）。

　本稿では『留学生鑑』後半の「第十九章　博物採集」が取り上げる昆虫

採集という項目が当時の中国人留学生の目にどのように映っていたのか、

または、学生が学ぶべき事項として認識されたのか、を紹介したうえで、

1910 年代の後半に中国の浙江省、江蘇省などで設立された「昆虫局」と

はどのような関係があるのかについても、若干触れておきたい。結論から

言えば、浙江省、江蘇省などに設立された昆虫局という組織は、農作物の

病虫害の予防と駆除を担当した部署で、清末の中国人留学生が関心を寄せ

ていた「昆虫採集」とは直接の関係はない事柄であるが、「昆虫」をめぐ

る日中の交流の一旦を窺う興味深い内容として書き留めて紹介することに

したい。

二　『留学生鑑』と昆虫採集、植物採集

　『留学生鑑』の「第十八章　博物採集」が翻訳の底本とした日本の『學

生之寶』は、博物採集の最初の項目として「昆虫採集」を取り上げ、昆虫

採集の方法、標本の製法を説明している（【図 1】を参照）。例えば、昆虫



【図 1】堤秋水『學生之寳』（1902年、左）と『留学生鑑』（1906
年、右）の「博物採集」の部分
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採集の方法では次のように記述している。

　「天気晴朗なるとき山野を逍遥し草花の咲きたるところに行けば種々の

美麗なる蝶類及び其他の昆虫の居るをみるべし。（中略）甲虫類は樹木の

腐りたる空洞の中に多く居るものなれば之を捜索すべし。また腐敗したる

肉類を地上に置けば之に集まり来るものなり」2）

　中国語の『留学生鑑』が「天気晴朗」で始まる部分から、腐敗した肉類

を置けば甲虫が集まることを一字一句違わず翻訳していることには驚くが、

このような正確な訳は「標本の製法」にもつづき、蝶類を標本とするとき

に使う展翅板の製法にもそのまま適用され、板は巾二寸長さ一尺位に切り、

その上に巾八分厚さ六七分ほどの板を同じく一尺位に切った二本を並べ、

中に溝ある展翅板を作る、としている。

　続けて『學生之寳』は、植物採集に用いる採集箱として、ブリキ製の長

二尺高五寸の円筒状のものに革製の紐を繫げ携帯することを提示し、専用
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のブリキ採集箱がない時には茶入または海苔箱を代用しても良いとしてい

るが、『留学生鑑』はブリキの翻訳として「布里幾」を当てながら、その

代用品としての茶瓶と海苔箱を使うこともまた正確に翻訳している 3）。

　ここで博物採集に関する日本語の『學生之寶』と中国語の『留学生鑑』

を紹介しながら気づくことは、20 世紀初期の中国の学生にとっては昆虫

採集、植物採集という近代的な生物の分類学が必要であるという認識が中

国語で翻訳された『留学生鑑』の内容からうかがうことができるという点

である。日本語の『學生之寶』にみえる博物採集（昆虫・植物・鉱石採

集）という考え方が、明治時代の日本国内に紹介された昆虫採集に関する

智識の蓄積の上に書かれているのは言うまでもない。

　松良俊明の「『昆虫採集』の教育的意義についての一考察」によれば、

日本における昆虫採集の先駆けは江戸時代にみることができるが、捕虫網

で捕えた昆虫を針で刺し、ラベルを付けて保存するという近代的な昆虫採

集が普及したのは明治初期のことで、とくに、1870 年代後半から 1880 年

代にかけては、学校の教員が昆虫採集に熱中し、その影響を受けた子供ら

の間でも昆虫採集が流行するようになった、という。その後 1881 年の

「小学校教則綱領」によって、小学校の自然科学系の科目として博物が採

用され「動物、植物、金石の標本等を蒐集すること」が明記されることに

なり、日本の昆虫採集の大衆化の流れは明治政府によって進められた、と

いう指摘は極めて妥当な評価であると言えよう 4）。

　ところが、明治期の昆虫学においては、民間の流れとして日本昆虫学会

が 1917 年に設立されたことが重要であるらしい。インターネットで公開

された「日本昆虫学会 80 年の歩み」によれば、日本で最初の昆虫学専門

の学会が創設されたのは 1905 年の「日本昆蟲学会」が嚆矢であったが、

運営難から 4 年間で活動を停止し、のちの 1917 年に農務省林業試験場の

矢野宗幹、木下周太、小島銀吉や農科大学の伊藤盛次らの呼びかけで「東
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京昆蟲学会」が設立され、これが現在の日本昆虫学会の出発点である、と

いう 5）。

　『學生之寶』が学生の余暇活動として博物採集という項目を設けたのは、

ちょうどいま述べたような明治時代の影響を色濃く反映したものであり、

清末の中国人留学生に日本の生活を紹介する『留学生監』は、日本人の博

物採集という余暇活動に大いに興味を持ったことがわかる。

　この余暇活動としての昆虫採集が 1910 年代の中華民国時期にどのよう

に伝播したのかなどについては、いま一つ不明なところが多いが、中国に

おける 1910 年代後半の昆虫をめぐる問題は、農業と病虫害との関係で各

地方政府からも重要視され、1922 年の江蘇省「昆虫局」の設立を皮切り

に 1924 年には浙江省「昆虫局」が、そして、江西省、湖南省、河北省な

どに相次いで昆虫局が成立したようだ。

三　中華民国時期の浙江省「昆虫局」と日本

　中華民国時期に各省に設立された「昆虫局」については、中国でも先行

研究がいくつか発表されており、李志英の論考「昆虫局与農業虫害防治

（1921 ― 1937）」の論稿によってその概略をうかがうことができる 6）。

　李によれば、1919 年頃から江南地方の江蘇省などでは農業、とくに綿

業に被害を与える病虫害がたびたび発生し、大幅な生産減少がみられ、そ

の対策の一環として 1922 年 1 月には、アメリカ人のカリフォルニア農科

大学の Wood Worth を局長兼主任技師とした「昆虫局」が設置され、ア

メリカのコーネル大学などに留学した中国人らが加わり、活動を開始した

という。そのあと、1924 年には浙江省にも「昆虫局」が設置され、いよ

いよ中国でも昆虫の分類研究、昆虫の生活研究、殺虫剤の研究などが本格

化することになるが、これら農業と病虫害との関連の昆虫研究においては
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アメリカ留学組が大いに活躍した、という。この時期の昆虫局の活動につ

いては、『浙江省昆虫局概要』、『浙江省昆虫局年刊』（1934 年）などの資

料が現存することから今後、その活動の究明が待たれるが、もちろん、こ

れら昆虫局と日本との関係が全くなかったわけではない。

　例えば、日本の外務省外交史料館の資料のなかの「浙江省昆虫局ニ図書

寄贈」（請求番号 B05016027800、H-6-2-0-26_004）には、1927 年を前後

した時期の浙江省昆虫局が、日本の外務省を経由し、日本語による昆虫に

関連する印刷物と図書の寄贈を依頼するやり取りが収められている。以下、

これらの資料を手がかりに若干、日中の昆虫に関連する図書の寄贈関係に

ついて紹介していく。

　ことの発端は、1926 年 12 月 15 日の日付で発信された浙江省昆虫局の

公式書簡第 1121 号により始まる。すなわち、浙江省の昆虫局は、同省内

の昆虫の種類及び加害状況を調べていたところ、農作物の被害状況が日本

と近似していることから、中国側が保有している日本の病害虫の関連文献

目録を提示しながら、昆虫局がまだ入手していない各種の書籍と昆虫標本

などを入手したい旨を杭州の領事館を経由して求めてきたのである（【図

2】を参照）。

　ところが、この要請を受けた日本の外務省は事情をよくつかめず、杭州

領事館に浙江省昆虫局の現状などを調査するよう指示を出すことになる。

その後、この調査を引き受けた杭州の領事館警察の末永金之助は、翌年の

2 月 1 日付きで杭州領事代理清野長太郎宛に「浙江昆虫局調査復命書」

（以下、「報告書」と略称する）を提出している。この「報告書」によれば、

浙江昆虫局は、浙江省嘉興県の城内の天寧寺街に位置し、独立建ての間口

僅か 20 尺、奥行き 20 尺の二階建ての建物で一階に研究室と標本陳列所が

置かれるのみの規模極めて小さい組織であったが、局長の費穀祥は事務熱

心で相当な成績を挙げている、と評価している。そして、経費の面で、毎



（出典：外務省外交史料館「浙江省昆虫局ニ図書寄贈」、請求
番号 B05016027800、H-6-2-0-26_004、所収）

【図 2】浙江昆虫局公函第 1121号（一部）
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月浙江省財政庁より経費が支給され、毎年の経費は総予算額 6024 元で運

営されていた、という（【図 3】を参照）。

　しかし、このような恵まれない状況の中でも浙江昆虫局は、優れた事業

成果を残していたようで、「報告書」の項目「開辧以来の事業一般」は次

のような内容を記載している。

　「本局の事業は研究、宣伝及び駆除螟虫の督励を主とし其他の害虫及び

螟虫駆除の状況は中華農学会報に登載し、其他出版物已に三十余種あり

（比較的重要なるものは直接文化事務局に郵送）、更に局員の著作に係る比

較的長編数種は経費の関係上自ら印行し能はさるにより上海商務印書館に

印刷発行せしめ居れり。本年もまた陸続出版の筈なり」

　浙江昆虫局から日本側へ出された昆虫学に関連する書籍と標本などの寄

贈希望は、以上のような過程を経て、外務省文化事業部において再度、意



（出典：外務省外交史料館「浙江省昆虫局ニ図書寄贈」、
請求番号 B05016027800、H-6-2-0-26_004、所収）

【図 3】「浙江昆虫局調査復命書」（一部）
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見が収斂され、外務省文化事業部は 1927 年 10 月に昆虫局に対する図書寄

贈の予算補助を正式に決定することになる。すなわち、日本側は、浙江省

における農作物に対する予防、駆除研究を行う浙江昆虫局が、その研究の

範を日本にとっており、参考図書の収集に努めているが、経費が不足して

いることに鑑み、約 239 円余に相当する図書を寄贈することにしたのであ

る。

　【図 4】は、浙江昆虫局が杭州の日本領事館を経由して受け取った図書

及び報告書類の詳細を記録した受領証である。

　このような昆虫に関連する書籍の寄贈をめぐる外務省の対応は、日本の

その他の官公庁をも刺激したらしい。例えば、農林省農務局は 1927 年 4

月に外務省の文化事業部宛に「印刷物送付に関する」という公文を送信し

ている。それによれば、今回の昆虫に関連する書籍の寄贈は外務省が推進

する日本と中国の文化事業として有意義であることは勿論、中国の農業の

発展に日本が貢献できることで、両国の共存共栄という観点からも極めて



（出典：外務省外交史料館「浙江省昆虫局ニ図書寄贈」、
請求番号 B05016027800、H-6-2-0-26_004、所収）

【図 4】浙江省昆虫局が受け取った書籍の受領証（一部）
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重要なことで、両国の今後の農業部門においても活発な交流を図りたいと

いうことを述べたのち、以下の印刷物を浙江省昆虫局宛に送付したいこと

を伝えている 7）。

　一　日本産介穀虫科デアスビ亜科に関する研究（其一）

　一　浮塵子駆除予防指針

　一　病菌害虫駆除予防主任技術官協議会要録

　一　稲熱病に関する研究

　一　菜菔サルサムルに関する研究成績

　一　葡萄害虫「フィロキセラ」と其の防除法

　一　馬鈴薯葉捲病に関する件

　一　貯穀害虫及其の駆除予防に関する調査研究成績（第一報）

　一　病菌害虫防除要綱

　一　二化性蝗虫駆除予防奨励指針

　一　日本産実蠅科に関する研究
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　一　日本産蜜柑蠅の研究

　また、北海道農事試験場は、ちょうど時を同じくし、1927 年 3 月には

浙江省昆虫局が所蔵していない刊行物の内、報告第 17 号「キビクビシア

ブラムシに関する調査」、彙報第 27 号「苹果樹病害虫の防除」、彙報第 36

号「甜菜の病害虫と其の防除法」、彙報第 39 号「大豆の害虫防除」、彙報

第 42 号「北海道農園芸害虫目録」を寄贈することを申し出ている 8）。

結びにかえて

　以上、本稿は清末の中国人留学生の日本生活を案内する書籍『留学生

鑑』に昆虫採集という項目が取り上げられていることを紹介し、1920 年

代には江蘇省と浙江省などにおいて病虫害を駆除することを目的に「昆虫

局」が設立され、また、日本との間では外務省を経由し、昆虫に関連する

書籍と標本などの交換をめぐるやり取りが行われたことについて触れた。

　中国人留学生史の研究という分野を開拓したさねとうけいしゅうは、

1973 年に刊行した『日中非友好の歴史』のはしがきに次のような一文を

掲載している 9）。

　「この一世紀あまりは、日中間は、ざんねんながら、非友好の連続であ

った。この非友好を、よく見きわめ、その非友好の原因、根っこを、とり

のぞいてしまわなければ、ほんとうの友好はやってこない。中国大陸にお

いて、日中両国がはげしくぶつかったのは、日清戦争、五四運動、日中戦

争の三つの時代といえよう。」

　ところが、この一世紀あまりの非友好の連続であったという定義のなか
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で綿々と続いたのは、両国を行き来した留学生の交流であったように思え

る。この人的交流の流れを保証したのはときの政治であり、ときの経済条

件であったことは間違いないが、そこで得られた成果は時には思わぬ方向

へと発展したことがあったのではなかろうか。本稿がとりあげた清末の中

国人留学生が注目した昆虫採集はその後、中国でどのように広がったのだ

ろうか。また、中国の学校教育には果たして取り組まれることはあったの

か、あるいは、学生の夏休みの課題としても定着することはなかったのか。

1920 年代の中国の各地で設置された「昆虫局」をめぐる日中の交流は、

1930、40 年代にはどのような展開を見せることになるのか、まだまだ興

味は尽きない。
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